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[ 研究概要 ]
　ナノ〜マイクロオーダーの細孔をもつ機能性固体の作製から応用に関する研究を行っています。現在の主な

ターゲットは金属基材に無機系機能材料を組み込んだ新しいセラミック-金属複合構造の分離膜です。従来の

無機分離膜に比べ各種金属製装置への導入が容易でシール性も高く、無機分離膜の工業利用範囲が大きく広

がります。これらのポーラスマテリアルを利用した特定のガスの選択透過性をもつ分離膜の作製と膜反応器の

開発、気固反応を利用したケミカルヒートポンプの固体の開発と反応特性の解析なども行っています。特に1000

°C付近の高温の反応をあつかうエネルギー関連の反応プロセス、熱化学プロセスなどに力を入れています。そ

のほか水素製造に関する研究は長年行っているので水素製造プロセス全般の相談、及び、エネルギー管理士の

試験合格(2006年)の経験を踏まえて、エネルギー管理やエネルギー管理士教育に関する相談に応じられます。

[アドバンテージ]
・‌�新しいセラミック－金属複合膜は従来の無機分離膜全般

に利用できる手法です。加工性から応用が困難であった無

機系分離膜の応用に期待できます。

・‌�気固系ケミカルヒートポンプの固体反応物の反応性(高温

での繰り返し使用)は他の研究グループと比較してもトッ

プクラスです。蓄熱システムや熱利用反応システムでの応

用に期待できます。

[事例紹介]
・‌�水蒸気選択透過性をもつチタニア・ステンレス複合分離膜

・膜分離反応器器を利用したコンパクトな水素製造装置 

・‌�高温プロセスの負荷平準システムとしてのヒートストレージ

・マイクロプロセスの膜分離ユニット

・反応と分離を伴う化学プロセスのエネギー解析 

■ 相談に応じられるテーマ
無機材料を使用した分離膜の作製と膜分離反応器

気固系ケミカルヒートポンプ･ヒートストレージ

ナノ･マイクロポーラスメディアの反応プロセスへの利用

反応プロセスのエネルギー･エクセルギー解析

熱化学サイクルプロセス	
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毛管凝縮による透過概念図

チタニアは基膜に支持されるので疎構造でも形状維持
水蒸気の透過性能は 従来法の100倍～1000倍

基膜に熱膨張率差のある金属を用いることができる
水蒸気の透過（分離）には、チタニアの毛管凝縮（下記参
照）が関連していると考えられる
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